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　皆さまには、平素より、琉球銀行をご利用、お引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。

　本年も、多くの皆さまに琉球銀行をより一層ご理解いただくために、「琉球銀行の現状」（2007年版デ

ィスクロージャー誌）を作成しました。

　国内経済は、企業の高い収益水準や設備の稼働状況の高まりなどから設備投資が堅調に推移し、

個人消費と輸出も底堅く推移したことから、息の長い回復を続けました。

　県内経済は、観光関連が沖縄ブームの継続を背景に、航空提供座席数の増加や宿泊施設の新設

により入域観光客数が高水準となるなど好調に推移しました。また個人消費も底堅く、建設関連も住

宅建設など民間工事の増加により堅調に推移し、終盤には緩やかに拡大しました。この間、雇用情勢

については全体として改善の動きがみられ、企業倒産も落ち着いたものとなりました。

　当行においては、公的資金の完済問題を意識した上で、新たな挑戦、本格的な攻めの経営に転換

するため、平成19年4月より新中期経営計画「CHALLENGE 51」を開始しました。

　新計画は、「問題解決型金融機能の強化」、「新しい銀行イメージの構築」、「持続的成長を支える

経営体制の構築」の三つの基本戦略を通して県内において名実ともに質・量、ナンバーワンの銀行とし

て不動の地位を築いていくものです。

　当行は、新計画に掲げる諸施策を着実に実行し、「沖縄になくてはならない銀行」としてお客さまから

高い信頼、支持をいただけるよう努めてまいります。
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